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研究成果の概要（和文）：  英語のイディオム研究で知られるMinoji Akimoto (1983 ;Idiomaticity)の論文を再考し
，Akimoto の分類に通時的指標（語源）を導入し，再分析した．特に「動詞+名詞」結合( Verb + Noun Phrase)の慣用
連語（VN Phrase）に焦点を合わせた．「ゲルマン語源動詞+ゲルマン語源名詞」の結合が一番用例が多く，他の結合と
比べて結合度が強くなること，さらに，「ゲルマン語源動詞+フランス語源名詞」の結合度が一番弱くなることを確認
した．しかし「動詞+名詞+前置詞」結合(VNP Sequence)では，VN Phraseと一部異なる結果が出た．

研究成果の概要（英文）：Phraseology is the study of fixed expressions, such as collocations, idioms, compo
site predicates, phrasal verbs, and other types of multi-word lexical bundles. In this paper, we examine t
he previous study conducted by Minoji Akimoto (1983). Akimoto classifies 262 verb and noun phrases (VN Phr
ases) into 40 groups according to eight grammatical parameters. We use the parameter of word origin to cla
ssify 251 VN Phrases into four groups, 50 percent of which are Germanic verb plus Germanic noun phrase, fo
llowed by Germanic verb plus French-origin noun phrase(32 percent), French-orign verb plus French-origin n
oun phrase (9 percent) and French-origin verb plus Germanic noun phrase (9 percent). We have the findings 
that Germanic verb plus Germanic noun phrases are highly idiomatic from the point of view of idiomaticity,
 while Germanic verb plus French-origin noun phrases are the least idiomatic among four groups.
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１． 研究開始当初の背景 
東欧から始まった慣用連語の研究は

Skandera P. (2007:Phraseology and 
Culture in English), Cowie A. P.(1998: 
Phraseology, 2009: The Oxford History of 
English Lexicography, 2 Vols.)等に見られる
ように西洋では精力的に行われている．近年，
日本にも伝播し，慣用連語(phraseology)に関
する研究は，八木克正・井上亜依(2007;「日
本の phraseologyー理論と実践」,2008;「英
語教育のための phraseology」)等に見られる
ように国内でも行われるようになりつつあ
る．「フレイジオロジー研究会」も設立され，
今後期待される研究分野である． 
しかしながら国内外問わず，その多くは共
時的なレベルでの研究であり，歴史的に慣用
連語を分類した先行研究や成立過程のメカ
ニズムに焦点を合わせた研究は皆無に等し
い．慣用連語の研究は言語学，英語学，コー
パス言語学のみならず辞書編纂，語彙・慣用
句指導など英語教育にも多大な影響を与え
る分野である． 
慣用連語成立過程のメカニズムを通時的

に明らかにすると言う着想に至った． 
 
２．研究の目的 
慣用連語は従来のコロケーション，定型句，

句 動 詞 (phrasal verb) ， イ デ ィ オ ム ，
composite predicate 研究等を網羅した新研
究分野である．英語は 1066 年ノルマン人の
征服以降，多量のフランス語・フランス語法
を借用し，独自の発達を遂げてきた. 日本国
内における慣用連語の研究は主に共時的レ
ベルの研究が多く，通時的な側面からの研究
は少ない． 
本研究では，史的コーパス (OED 2nd 

edition CD-ROM)などを利用して，英語本来
（ゲルマン語）の慣用連語とフランス語法を
取り入れた慣用連語の成立過程を明らかに
するための基礎研究を行う.特に Prins, A. 
A.(1952;French Influence in English 
Phrasing. Leiden:Universitaire Pers) と
Akimoto (1983 ;Idiomaticity, Shinozaki 
Shorin )の先行研究を再検討し修正を施す. 
さらに現代英語に現れる様々な慣用連語（動
詞+名詞などの連語）を通時的な側面（語源）
から分類し新分類法を提案する. 
 
３．研究の方法 
(1) 英語発達過程の通時的研究，特に英語に
借用されたフランス語法の研究で知られる
Prins, A. A.(1952;French Influence in 
English Phrasing. Leiden:Universitaire 
Pers )の論文を再分析・再検討する．特に
composite predicate と呼ばれる「軽動詞(do, 
give, have, make, take) + 動詞派生名詞」を
含む「動詞+名詞」から成る慣用連語に焦点
を合わせる． Prins の発行年 1952 年から 60
年近く経過しているため，OED 等のコーパ
スを利用して，フランス語法を借用した「動

詞+名詞」の慣用連語を検索し，Prins の論文
の不足を補い修正を施す． 
 
(2) VN Phrase 
 英語のイディオム研究で知られる Minoji 
Akimoto (1983; Idiomaticity, Shinozaki 
Shorin )の論文を再考し，Akimoto の分類に
通時的指標（語源からの分類）を導入し，再
分析する．特に「動詞+名詞」結合( Verb + 
Noun Phrase)の慣用連語（以下；VN Phrase）
に焦点を合わせる．「ゲルマン語源動詞+ゲル
マン語源名詞(GG)」の結合が一番用例が多く，
他の結合と比べて結合度が強くなること，さ
らに，「フランス語源動詞+フランス語源名詞
(FF)」の結合が一番用例が少なく結合度が弱
くなることを想定し分析を進める． 
 
(3) VNP Phrase  
VN Phrase を拡大し，（2）と同様の手法で，
「動詞+名詞+前置詞（Verb + Noun + 
Preposition）[VNP Sequence]」の慣用連語
に 焦 点 を 合 わ せ る ． Minoji Akimoto 
(1983 ;Idiomaticity, Shinozaki Shorin )の論
文を再考し，Akimoto の分類に通時的指標
（語源からの分類）を導入する．そして VN 
Phrase の分析結果と比較する． 
 
４．研究成果 
(1) Prins の記述の修正 
OED, BNC, B.T.を利用して，Prins が列挙し
た慣用連語を再分析し，次のような修正・追
加を施すことができた．(抜粋) 
Prins の記述を修正し廃語にする慣用連語 
[1] do (one’s) diligence □ faire diligence, 
ses diligences 注意（用心）する 
[2] make face to □ faire face à ～に抵抗
する 

Prins の廃語を取り消す慣用連語 
[3] do fealty □ feire feelte 忠誠を誓う 
[4] D. have the mastery □  avoir la 
maistrie 支配する 
[5] make (a) complaint □ faire une 
complainte 苦情を申し立てる 
 
(2) Akimoto (1983)  VN Phrase 
新分類法の導入 語源による分類 
動詞，名詞をそれぞれゲルマン語源（古ノル
ド語含む），フランス語源（古フランス語，
ラテン語含む）に分類し，VN Phrase を下記
の 4 種類に分類した． 
 
語源による新分類法 
◆GF 
「ゲルマン語源動詞 + フランス語源名詞」  
例：beat the air 無駄なことを繰り返す 
◆FG 
「フランス語源動詞 + ゲルマン語源名詞」  
例：carry the day （戦場・議論などで）勝
利を収める 
◆FF 



「フランス語源動詞  + フランス語源名詞」   
例：change color  （人が）顔色を変える 
◆GG 
「ゲルマン語源動詞 + ゲルマン語源名詞」   
例：drop a line  手紙を書く 
 
Akimoto(1983)の先行研究に語源パラメー
ターを導入して，251 の VN Phrase を 4 つ
のグループに分類した．4 つのグループの中
で GG の結合が一番多く，全体の約 50%を占
めている．次に GF が約 32%を占めている． 
FG 及び FF の結合はそれぞれ約 9%である．
本来語である GGの結合が多いことが確認で
きた． 
 
どのグループも初出例は近代英語期が一番
多い．語義的意味が近代英語期に入り比喩的
な意味を有するようになりイディオム化し
たと言える． 
 
GG の結合はイディオム度が強い用例が多
く，GF の結合はイディオム度の弱い用例が
半数を占め，想定とは異なる結果が出た．用
例数は少ないが，FG と FF の結合もイディ
オム度の強い方に用例が偏在しているので，
イディオム度が強いと言える．GG の結合は
用例が多く，イディオム度も強いことは予想
できたが，FG と FF のイディオム度の強さ
は予想に反している． 
 
(3) Akimoto (1983)  VNP Phrase 
VN Phrase を拡大し，(2)と同様の手法で，
「動詞+名詞+前置詞（Verb + Noun + 
Preposition）[VNP Sequence]」の慣用連語
に 焦 点 を 合 わ せ た ． Minoji Akimoto 
(1983 ;Idiomaticity, Shinozaki Shorin )の論
文を再考し，Akimoto の分類に通時的指標
（語源からの分類）を導入した．そして VN 
Phrase の分析結果と比較した．動詞，名詞
の語源に基づいてVNP Sequenceを4つのグ
ループに分類し，イディオム度との関連を調
べた．さらに OED を利用して 135 の VNP 
Sequence の初出例を導き出し，各グループ
の時代区分別初出例数を調べた 
Akimoto の先行研究に語源パラメーターを
導入して，135 の VNP Sequence を 4 つのグ
ループに分類した．（172 の内、37 の VNP 
Sequence はイディオム(fugirative)としての
意味が OED に立項されていないため，また
は語源不詳のため除外した．）4 つのグループ
の中で GG の結合が一番多く，全体の約 49%
を占めている．次に GF が約 42%を占めてい
る．FG 及び FF の結合はそれぞれ約 4％，約
5%である．本来語である GG の結合が多いこ
とが確認できた． 
上記(2)の VN Phrase と同等の結果が出た． 

GG の結合はイディオム度が強い用例が多
く，VN Phrase の GG の結合と同様の結果を
得ることができた．しかし GF の結合はイデ
ィオム度が強い方に用例が傾いているが，

VN PhraseのGFの結合とは異なる結果が出
た．用例数は少ないが，FG と FF の結合も
イディオム度の強い方に用例が偏在してい
るので，イディオム度が強いと言える．VN 
PhraseのFG, FFの結合と同様の結果である． 
 
フランス語のなぞりとイディオム度の関係 

4 つのグループからフランス語からのなぞり
(calque)を下記のように示す． 
なぞりはゲルマン語源動詞とフランス語源
名詞の慣用連語が一番多いが，イディオム度
は強いとは言えない． 
用例数が少ないので，今回の研究ではフラン
ス語のなぞりとイディオム度の関係を明示
することはできない． 
 
左端の数字はイディオム度（凍結度） 
若い数字ほどイディオム度が強い 

13 give credence to,  疑わしがフランス語な
ぞり  □  donner créance à （Prins, A. 
A.(1952)） 
 
33 make mention of,  フランス語なぞり  
OED  = Fr. faire mention de 
 
44 make a point of,  フランス語なぞり  
OED  = F. faire un point de 
 
9 pay court to,  フランス語なぞり    OED   
F. faire la cour, faire sa cour à 
 
10 do justice to,  do justice のみフランス語
なぞり□ faire justice（Prins, A. A.(1952)） 
 
3 give chase to,  give chase のみフランス語
なぞり □ donner la chasse （Prins, A. 
A.(1952)） 
 
8 take part in,  take partのみ疑わしいがフ
ランス語なぞり □ prendre part（Prins, A. 
A.(1952)） 
 
13 take pity on,  take pity のみフランス語
なぞり OED  F. avoir pitié, prendre pitié 
(12th c.) 
 
12 make love to,  make love のみフランス
語なぞり OED  After F. faire l'amour or It. 
far l'amore. 
 
14 take heed of,  take heed のみフランス語
な ぞ り □  prendre garde （ Prins, A. 
A.(1952)） 
 
12 take leave of,  take leave のみフランス
語なぞり  □ prendre congé（Prins, A. 
A.(1952)） 
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